
福岡市動物園×福岡市立博多工業高等学校

ペンギンプールの泡発生装置と

コツメカワウソのジャングルジムを製作します！

令和8年6月30日
報道各位

【お問い合わせ先】
福岡市住宅都市みどり局動物園：吉栁  電話：092-531-1960
福岡市立博多工業高等学校 :金丸  電話：092-862-6575

博多工業高等学校
公式キャラクター「ツバキチ」

日 時：令和8年7月6日（月）15:45～16:45（受付15:30～）

会 場：福岡市動物園

内 容：① 動物情報館 ZooLab 会議室で意見交換

② ペンギン、コツメカワウソの放飼場内で現場確認

参加者：博多工業高等学校生徒、動物園関係者 等

キックオフミーティング 開催概要

連携事業の概要

― 取材・撮影について ――――――

動物園正門入口総合案内で受付後、会場（動物情報館ZooLab）までお越しください。

②の放飼場内で生徒たちが確認する様子は、園路から撮影いただけます。

当日、動物の体調等により内容を変更・中止する場合がございますので、予めご了承ください。

連携

第2弾

福岡市動物園と福岡市立博多工業高等学校は、飼育環境等の改善を目的とした連携事業を
昨年6月に開始しました。第１弾では、夜間の追加給餌を実現するための「ゾウの寝室に設置
する自動給餌器」と「カバ舎の掲示板」が完成し、園内で活用しています。
第２弾となる今回は、動物たちの多様な行動を引き出すため、「ペンギンの大プールに設置

する泡発生装置」と「コツメカワウソのジャングルジム」を製作します。取組みのスタートとして、
飼育担当者と高校生によるキックオフミーティングを行いますので、ぜひ取材をよろしくお願
いします。製品の完成は来年度を予定しており、12月ごろに進捗状況についてお知らせする
予定です。

第２弾のスタートにあたり、飼育担当者と高校生が意見交換・現場確認を行います。

動物園で飼育環境の整備・改善のために必要とする電子制御の機材等について、博多
工業高等学校の生徒たちが授業で行う課題研究の一環として製作に取り組みます。
動物にとってはより豊かな生活環境の実現につながるとともに、高校生にとっては飼

育現場のリアルなニーズに応える実践的な学びの機会となっています。
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